
解 答
エ宗 問１

ア問２

ウ問３

ア問４

エ問５

１９００就 問１

１６００問２

９問３

５問４

７問５

１３問６

エ州 問１

２５ ３３.４ ９問２ Ｘ Ｙ Ｂ

０.８問３

３.６問４

７５問５

ウ問６

消化管修 問１

ア・エ問２

すい臓問３

脂肪酸・グリセリン問４

アミラーゼ問５ 唄

イ欝

ウ 実験１・実験４ エ 実験２・実験５蔚 記号 根拠 記号 根拠

イ愁 問１

Ａ問２

イ問３

ウ問４

③問５

エ問６

Ｃ問７

⑧問８

解 説
問１・２ （グラフ）が表すばねののびは，ばねが引く力の大きさを表してい就

ます。円柱Ｂを上げると，ばねが引く力の大きさが増え，円柱Ｂに加わる浮

力が減っていることがわかります。したがって，６cm以上では，円柱Ｂがす

べて水中から出てしまっているので，Ｂの重さは１９００ｇ（１００×

１９）となります。また，Ｂが３cm上がったときは，（グラフ）からばねの

のびが１６cmとわかるので，１６００ｇ（１００×１６）となります。

問３ Ｂが５cm上がったとき，ばねののびが１８cmでＢを上げる前のばねのの

びの１４cmと比べて４cmのびています。したがって，（図）のようになり，

Ａは，９cm（１８－(１４－５)）となります。

問４ （グラフ）から，円柱Ｂが水面からすべて出たことで，ばねののびは５

cm（１９－１４）のびていることがわかります。このとき，円柱Ｂに加わる

浮力の大きさは５００ｇ（１００×５）で，水の１ の重さは１ｇなので，安

円柱Ｂの体積は５００ 高さは，５cm（５００÷安（５００÷１）となり，

１００）となります。
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浮力 500

ばねはかり 1400
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（グラフ）

１４cm
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（図）
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